
全国災害時保健師等チーム協議会設置要綱 

 

１．設置目的 

大規模災害の発生に備え、被災都道府県及び被災市区町村に対する迅速な支

援・協力体制を確立するため、災害時における保健師等チームの広域応援派遣の

運用及び災害時の保健師等チームの活動等について協議する場として、全国災害

時保健師等チーム協議会（以下「協議会」という。）を設置する。 

 

２．協議事項 

（１）災害時における保健師等チームの広域応援派遣の体制整備に係る事項 

（２）災害時における保健師等チームの役割、活動及び運用に係る事項 

（３）保健師等チームの人材育成に係る事項 

（４）保健師等チームと保健医療福祉活動チームの関係及び保健師等チームと

DHEAT 等の関係のあり方に係る事項 

（５）その他必要な事項 

 

３．構成員等 

（１）構成員は、以下のとおりとする。 

ア 全国保健師長会長 

イ 全国衛生部長会長 

ウ 全国保健所長会長 

エ 全国 DHEAT 協議会幹事会幹事長 

オ 全国保健所管理栄養士会長 

カ 各自治体（都道府県、指定都市・中核市・特別区、その他市町村）に所属す

る保健師等のうち全国災害時保健師等チーム協議会代表が選任する者 

キ 自治体に所属する事務職員のうち全国災害時保健師等チーム協議会代表が選

任する者 

（２）オブザーバーとして国立保健医療科学院に所属する者が参画する。 

（３）その他必要に応じてオブザーバーとして、学識経験者、全国規模の災害時活

動組織等に所属する者の参画を求めることができる。 

（４）代表は全国保健師長会長、副代表は全国保健所長会長とする。 

なお、構成員の選任に当たっては、厚生労働省健康・生活衛生局健康課長の

意見を考慮する。 

 

【別紙】 



４．開催 

協議会は、代表が年１回招集する。ただし、必要に応じて臨時に招集すること

ができる。 

また、代表は、必要に応じて協議会の下に、協議事項の詳細を検討するための

ワーキンググループを設置することができる。 

 

５．任期 

  ３（１）カ及びキの構成員の任期は、２年とする。ただし、再任を妨げない。 

 

６．事務局 

協議会の事務局は、厚生労働省と連携し、保健師等チーム事務局（一般財団法

人日本公衆衛生協会）が担う。 

 

７．費用 

協議会の開催に係る費用（協議会の構成員の出席旅費を含む。）は、健康危機緊

急時対応体制整備事業で負担する。 


